
★
小
林
旭

聖
日
（
水
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館

☆
ヤ
マ
ハ
ラ
イ
プ
５
サ
タ
デ
ー

座
日
（
土
）
３
時
神
戸
ヤ
マ
ハ
５
Ｆ

三
五
○
円
出
浪
／
土
井
グ
ル
Ｉ
プ

テ
ィ
タ
イ
ム
ス
コ
ッ
チ

☆
ユ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ン
コ
ウ
ベ

詣
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
五
○
○
円

★
さ
た
ま
さ
し

釦
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

二
五
○
○
円

☆
関
学
大
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
イ

釦
日
（
木
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

★
関
学
大
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ
プ

鋤
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
五
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
俳
優
座
「
人
形
の
家
」

、
日
（
金
）
ｎ
日
（
土
）
皿
日
（
火
）

迩
日
（
水
）
嘘
日
毎
恋
６
時
巧
分

皿
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
一
九
○
○
円

★
こ
ど
も
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ユ
タ
と
ふ
し
ぎ
な
仲
間
た
ち
」

皿
日
（
土
）
①
２
時
②
５
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
八
○
○
円

★
神
戸
働
く
も
の
の
演
劇
教
室

「
ジ
ョ
ー
・
ヒ
ル
」

皿
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時
半

哩
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
一
○
○
○
円

☆
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
で

ユ
ー
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ

ｎ
月
の
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
波
と
緑
と

友
だ
ち
と
ｌ
と
の
テ
ー
マ
で
市
内
の
中
、
高

校
音
楽
部
が
集
う
。
題
し
て
ヨ
ー
ス
・
コ
ン

サ
ー
ト
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ
」
。
出
演
は
、
須
磨

ノ
浦
女
子
高
校
ピ
ニ
ー
グ
ル
・
コ
ー
ズ
部
、
膿

匠
中
学
合
唱
部
、
神
戸
高
校
合
唱
部
、
烏
相
子

中
学
吹
奏
楽
部
、
兵
庫
高
校
吹
奏
楽
部
。

ｎ
月
溺
日
（
土
）
６
時
五
○
○
円

１
１１３

八
音
楽
Ｖ

☆
峰
純
子

４
日
（
土
）
①
７
時
半
②
、
時

ジ
ャ
ズ
ゲ
ッ
ト
「
１
９
２
０
」
二
五

○
○
円

☆
矢
沢
永
吉

、
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
二
五
○
○
円

☆
第
５
回
兵
庫
県
交
響
楽
祭

哩
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
★
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
・
Ａ
ｏ
４

週
日
（
月
）
①
７
時
②
９
時
サ
テ

ン
ド
ー
ル

☆
し
ば
た
は
つ
み

晦
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

☆
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ

肥
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
○
○
○
円

一
般
・
二
三
○
○
円

☆
口
ス
ト
レ
ス
・
デ
ィ
ア
マ
ン
テ
ス

加
日
（
月
）
・
型
日
（
火
）
①
７
時
②

９
時
③
皿
時
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
五

五
○
○
円

★
中
村
紘
子

中村紘子

唇
神
戸
の
催
し
物
ご
案
四
ｈ
月

Ｉ

●
愛
読
者
招
待
席

理
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○

Ｕ
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

厩匠中学合唱部

一
神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

ご
招
待
（
そ
れ
ぞ
れ
、
名
様
）

★
吉
本
寄
席

ｎ
月
皿
日
（
火
）
２
時

神
戸
国
際
会
館

☆
小
林
旭

ｎ
月
聖
日
（
水
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
国
際
会
館

ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
琉
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

編
築
室
「
吉
本
寄
席
」
「
小
林
旭
２
時
」

「
小
林
旭
６
時
」
の
係
ま
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

★
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
演
奏
会

ｎ
月
幻
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
偲

Ｃ
・
一
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
劇
団
四
季
／
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語

、
月
鈎
日
（
水
）
６
時
鋤
分

神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
七
○
○
円

Ｂ
・
二
四
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ベ

哩
月
四
日
（
月
）
６
時
加
分

神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
松
山
バ
レ
エ
団
／
コ
ッ
ペ
リ
ア

狸
月
理
日
（
金
）
６
時

神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

哩
月
塑
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

指
揮
／
朝
比
奈
隆
、
大
阪
フ
ィ
ル

独
唱
／
岡
田
剛
美
、
井
上
和
世
、
田
原

祥
一
郎
、
三
宝
亮
、
合
唱
／
神
戸
土
曜

会
合
唱
団
ほ
か

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
莱
書
で
神
戸
っ

子
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

ウエスト・サイド

鯛
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
七
○
○
門

Ｂ
・
一
一
四
○
○
門

出
波
／
●
鹿
賀
丈
史
、
久
野
絞
希
子
、
飯

野
お
さ
み
、
市
村
正
親
ほ
か

☆
劇
団
タ
ム
タ
ム
「
桃
太
郎
」

”
日
（
水
）
①
、
時
半
②
１
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
九
五
○
円

★
神
戸
市
外
国
語
大
学
演
劇
部

「
逆
光
線
ゲ
ー
ム
」

帥
日
（
木
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
八
そ
の
他
Ｖ

★
地
唄
舞
と
舞
踊

「
武
原
は
ん
・
吾
妻
徳
穂
」

５
日
（
日
）
３
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
五
○
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

★
上
方
落
語
酪
人
会

７
日
（
火
）
６
時
辿
戸
文
化
巾
ホ
ー

ル
前
売
・
二
○
○
○
円
当
日
・
二

五
○
○
円

★
法
村
友
井
バ
レ
エ
団

「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」

８
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
一
七
○
○
円

★
学
生
の
た
め
の
能
・
狂
言
鑑
賞
会

皿
日
（
火
）
１
時
妬
分
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
七
○
○
円

★
市
民
映
画
劇
場
「
草
原
の
輝
き
」

氾
日
（
土
）
２
時
皿
日
（
火
）
翠
日

（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル

四
九
九
円

★
神
戸
狂
言
の
会

型
日
（
金
）
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

①
学
生
の
部
２
時
半
五
○
○
円

②
一
般
の
部
６
時
半
二
○
○
○
円

★
小
松
徹
＆
林
田
創
作
舞
踊
研
究
所
公
演

「
走
れ
メ
ロ
ス
」

妬
日
（
土
）
７
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

ニ
○
○
○
円
（
前
売
・
一
五
○
○
円
）

★
劇
団
四
季
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
屠
」
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背
番
号
は
カ
ネ
ヤ
ン
と
同
じ
測

テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
は
、
ヤ
ク
ル
ト
の
広
岡
サ
ン
の
胴
上
げ
の

も
よ
う
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
日
を
待
ち
兼
ね
た
フ
ァ
ン
が
、
内

野
や
外
野
か
ら
球
場
に
走
り
込
ん
で
来
る
。
プ
ロ
野
球
の
シ
ー
ズ

ン
も
終
っ
た
な
あ
。
わ
が
金
ヤ
ン
も
ロ
ッ
テ
を
去
る
し
、
来
シ
ー

ズ
ン
か
ら
ど
こ
を
応
援
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。
あ
あ
、
空
虚
な

こ
の
心
。

し
か
し
、
あ
の
胴
上
げ
、
本
当
に
嬉
し
そ
う
だ
な
あ
な
ん
て
考

え
な
が
ら
、
ふ
と
、
そ
う
い
え
ば
こ
な
い
だ
も
た
し
か
私
の
目
の

前
で
胴
上
げ
騒
ぎ
が
あ
っ
た
つ
け
。
あ
れ
も
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
け

114

●
小
山
〃
里
争
の

誌
諦
腿
な
る
挑
戦
Ａ
皿
Ｖ

上試合前のひととき。ハチマキなんかしちゃってさ。
中おれえちゃん、なんでズッとベンチに座ってるの？
下負けた後の弁当も美味いモンで式

ど
、
い
か
に
も
身
内
だ
け
っ
て
感
じ
で
い
さ
さ
か
寂
し
か
っ
た
な

あ
。
し
か
し
、
草
野
球
っ
て
あ
ん
な
も
の
だ
よ
な
あ
と
ビ
ー
ル
を

一
口
飲
ん
だ
。
い
つ
、
ど
う
や
っ
て
や
っ
た
の
か
、
左
手
の
親
指

の
つ
け
根
、
突
き
指
し
ち
ゃ
っ
て
ま
だ
痛
い
。
指
だ
け
じ
ゃ
な
く

っ
て
、
心
だ
っ
て
本
当
は
痛
ん
で
る
。

本
当
に
う
ち
の
チ
ー
ム
っ
て
ど
う
し
て
あ
あ
弱
い
ん
だ
ろ
う
。

チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
の
が
、
そ
ん
な
た
い
そ
う
な
も
ん
じ
ゃ
な

い
な
。
つ
ま
り
物
好
き
が
集
ま
っ
た
の
が
、
夏
の
終
り
だ
っ
た
。

い
つ
も
行
く
六
甲
の
『
Ｇ
Ｅ
Ｎ
』
で
そ
ん
な
話
が
出
て
、
無
理
や
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り
九
人
集
め
て
、
誰
が
ど
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
な
ん
て
決
め
る
よ

り
も
ユ
ー
ラ
オ
ー
ム
の
注
文
の
方
が
先
だ
っ
た
。
そ
れ
も
出
来
る

だ
け
カ
ッ
コ
の
良
い
や
つ
を
、
と
ロ
ッ
テ
の
そ
れ
に
似
た
、
横
の

ラ
イ
ン
が
だ
ん
だ
ん
太
く
な
っ
て
足
元
に
行
く
程
細
く
な
る
と
い

う
、
割
に
足
が
長
め
に
見
え
る
デ
ザ
イ
ン
。
そ
の
時
点
で
の
私
の

役
割
は
、
広
報
担
当
と
チ
ア
ガ
ー
ル
だ
っ
た
。
タ
ン
ポ
ン
、
も
と

え
、
ポ
ン
ポ
ン
を
両
手
に
、
派
手
に
応
援
す
る
ぜ
と
約
束
し
た
も

ん
だ
っ
た
。

そ
れ
が
九
月
の
第
一
日
曜
、
朝
四
時
起
き
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
。
対
戦
相
手
は
六
甲
サ
ン
ダ
ー
ス
。
健
闘
む
な
し
く
（
と
メ
ン

バ
ー
は
言
う
が
…
…
）
、
十
八
対
十
三
で
負
け
た
。
私
は
行
け
な

か
っ
た
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
の
打
撃
戦
だ
っ
た
の
ね
え
と
感
心
す
れ

ば
、
打
て
ば
ヒ
ッ
ト
で
、
打
た
な
い
時
は
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
。
ど
ん

な
試
合
ぶ
り
や
ら
見
当
も
つ
か
ぬ
。
そ
れ
が
そ
の
次
の
試
合
、
こ

れ
ま
た
朝
六
時
起
き
で
出
か
け
た
明
石
の
は
ず
れ
、
相
手
は
神
戸

一
一
紀
。
相
手
の
顔
ぶ
れ
を
見
れ
ば
、
平
均
年
令
に
お
い
て
こ
ち
ら

が
優
位
。
い
け
ま
つ
せ
え
、
と
張
り
切
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
が
取
っ

た
点
数
は
数
え
た
が
、
相
手
が
何
点
取
っ
た
の
か
途
中
ま
で
は
指

お
り
数
え
、
め
ん
ど
う
く
さ
く
な
っ
て
終
わ
っ
て
聞
き
に
行
っ
た

ら
、
な
ん
と
一
一
十
一
点
も
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
は
そ
れ
で
も

五
点
取
っ
た
。
そ
の
試
合
振
り
を
見
て
い
て
、
私
は
が
ぜ
ん
使
命

感
に
燃
え
た
の
で
あ
る
。
こ
ら
あ
か
ん
、
ノ
コ
が
入
ら
な
あ
か
ん

と
。
な
ん
せ
ね
え
、
外
野
に
球
が
飛
ん
だ
な
ら
そ
れ
は
も
う
落
下

地
点
に
人
が
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
た
い
て
い
二
塁
打
か
三
塁

打
。
つ
ま
り
、
グ
ラ
ブ
に
球
が
な
つ
か
な
い
と
い
う
か
、
な
じ
ま

な
い
と
い
う
か
。
た
ま
に
フ
ラ
イ
を
誰
か
が
受
け
た
も
の
な
ら
、

ウ
オ
ー
だ
の
、
ヤ
ッ
タ
ァ
ー
だ
の
、
ま
わ
り
は
大
歓
声
だ
し
、
取

っ
た
本
人
も
し
ば
し
う
っ
と
り
。
内
野
ゴ
ロ
、
あ
あ
取
っ
た
、
投

げ
た
、
一
塁
手
の
グ
ラ
ブ
に
入
っ
た
。
ア
ウ
ト
。
と
思
い
き
や
球

は
何
故
か
ポ
ロ
リ
。
そ
の
試
合
を
幸
塑
元
用
の
声
を
つ
ぶ
し
て
ま
で

いつちよまえにユニフォーム着せてもらって、いつちよまえのフォームで
投げてる様子は、まるで水原勇気. ／そんなエエもんか。
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これで受けてればアウトなんだがなあ。

●

アレッ？コラッ. ／何で当たらへんのや. ／

６
１
１
１
１

応
援
し
て
い
る
う
ち
に
、
ノ
コ
も
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
作
ろ
う
、
ノ
コ

が
入
ら
な
い
か
ん
、
と
か
た
く
心
に
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
申
し
出

は
す
ん
な
り
通
り
、
六
甲
の
ヤ
ノ
ス
ポ
ー
ッ
の
兄
イ
ち
ゃ
ん
が
苦

笑
し
て
い
た
け
ど
、
ス
パ
イ
ク
か
ら
な
に
か
ら
一
式
そ
ろ
え
、
そ

し
て
十
月
一
日
の
試
合
に
そ
な
え
た
。

そ
の
問
、
ち
ょ
っ
と
北
海
道
に
行
っ
て
る
ま
に
、
今
の
ゼ
ロ
チ

ー
ム
と
試
合
を
や
っ
て
、
こ
れ
は
勝
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
夜
中
電

話
か
か
か
り
、
や
っ
た
あ
－
と
む
こ
う
で
メ
ン
バ
ー
が
わ
め
い
て

い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
十
三
対
十
一
一
。
ま
あ
一
点
差
で
あ
ろ
う
が

勝
つ
と
い
う
こ
と
は
い
い
こ
と
で
、
そ
の
調
子
で
い
こ
う
ぜ
と
、

一
日
の
必
勝
を
誓
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
当
日
。
前
日
の
雨
が
嘘
み
た
い
な
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ

の
日
曜
日
。
神
戸
市
長
杯
を
か
け
て
、
神
戸
美
術
家
野
球
大
会
。

参
加
は
、
行
動
美
術
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
、
神
戸
二
紀
、
芸
術
学

林
、
そ
し
て
我
が
ゼ
ロ
。
一
番
乗
り
で
練
習
し
た
も
ん
だ
か
ら
、

行
進
に
移
る
こ
ろ
に
は
汗
ぐ
っ
し
ょ
り
。
テ
ン
ト
の
下
に
は
市
長

杯
を
は
じ
め
各
ト
ロ
フ
ィ
が
ず
ら
り
と
並
び
、
大
会
委
員
長
が
元

町
画
廊
の
佐
藤
さ
ん
、
来
賓
は
近
代
美
術
館
の
楢
崎
館
長
、
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
い
ざ
入
場
式
。
な
ん
と
な
く
高
校
野
球
の
入

場
式
み
た
い
で
、
う
れ
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
選
手
宣
誓
は
う
ち
の

チ
ー
ム
の
チ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
。

「
我
々
は
、
堂
女
と
誓
う
こ
と
、
誓
い
ま
す
う
」

ち
こ
う
て
ば
っ
か
り
や
。
サ
イ
レ
ン
こ
そ
鳴
ら
な
か
っ
た
が
い

よ
い
よ
試
合
開
始
。

我
が
ゼ
ロ
と
芸
術
学
林
の
「
は
て
し
ら
－
ず
」
。
む
こ
う
は
や
た

ら
の
ぼ
り
な
ん
ぞ
ひ
ら
め
か
せ
て
に
ぎ
や
か
な
応
援
。
横
の
た
れ

幕
を
み
て
、
み
ん
な
同
時
に
「
箱
知
ら
ず
」
や
っ
て
よ
し
と
い
っ

た
。
普
段
マ
ー
ジ
ャ
ン
ば
か
り
し
て
る
の
が
丸
わ
か
り
。
河
村
カ

ン
ト
ク
が
、
最
初
は
ベ
ン
チ
に
い
て
く
れ
る
か
、
と
い
う
の
で
、

不
足
な
が
ら
ま
た
ま
た
応
援
団
。
一
回
の
表
、
な
ん
と
先
頭
バ
ッ

タ
ー
、
ね
ば
り
に
ね
ば
っ
て
ラ
イ
ト
前
。
つ
い
で
、
す
る
す
る
と

二
塁
へ
。
草
野
球
と
い
う
の
は
実
に
盗
塁
が
し
や
す
い
。
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
ワ
ン
ナ
ウ
ト
一
一
塁
三
塁
。
押

せ
押
せ
。
あ
－
、
三
振
。
し
か
し
、
そ
の
裏
、
は
て
し
ら
－
ず
も
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いや確かに投球フォームは良かったデス。ただ……ポールはホームペースまでとどきませんでしたけど。

三
塁
の
走
者
帰
ら
ず
で
０
点
。
と
に
か
く
初
回
０
点
で
押
さ
え
た

の
は
、
チ
ー
ム
結
成
以
来
初
め
て
の
こ
と
。
み
ん
な
の
顔
が
輝
や

い
て
い
る
。
一
一
回
も
、
こ
っ
ち
も
点
は
取
ら
な
か
っ
た
が
（
ラ
ン

ナ
ー
は
出
る
ん
だ
け
ど
な
あ
、
後
が
ど
う
も
ね
え
）
む
こ
う
に
も

点
は
取
ら
せ
な
か
っ
た
。
い
よ
い
よ
も
っ
て
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
帰

っ
て
く
る
足
取
り
も
軽
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
勝
て
る
ん
で
は
な

か
ろ
う
か
な
ん
て
空
気
が
も
は
や
ベ
ン
チ
に
た
だ
よ
い
だ
し
た
。

三
回
一
点
取
ら
れ
た
。
一
点
位
点
の
う
ち
に
入
ら
ん
、
次
は
大
量

得
点
で
い
こ
う
ぜ
。
ま
だ
足
取
り
は
軽
か
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う

し
て
も
点
が
取
れ
な
い
。
四
回
、
カ
ン
ト
ク
に
出
さ
し
て
く
れ
と

い
い
に
行
こ
う
か
な
あ
、
ま
だ
い
い
か
な
あ
。
と
、
こ
こ
で
う
ち

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
や
や
く
ず
れ
る
。
う
ち
の
チ
ー
ム
の
欠
点
は
ピ

1１７

勝ってこのカップをもらうんです
……とは試合前の話。

ツ
チ
ャ
ー
の
替
え
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
立
候
補
し
た
や
つ
は

い
た
こ
た
い
た
け
ど
、
一
回
も
ス
ト
ラ
イ
ク
が
入
ら
ず
、
全
員
一

致
で
は
ず
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
彼
し
か
い
な
い
。
な
ん
と
か
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
の
願
い
も
む
な
し
く
、
相
手
の
バ
ッ
ト
は
カ
ン

コ
ラ
キ
ン
と
鳴
り
ひ
び
く
。
あ
の
回
で
何
点
入
れ
ら
れ
た
の
か
な

あ
。
う
ち
の
ス
コ
ア
ラ
ー
は
、
点
数
開
き
に
行
く
と
極
端
に
不
機

嫌
に
な
る
。
長
い
な
が
ぁ
－
い
四
回
が
終
り
、
五
回
の
う
ち
の
攻

撃
、
な
ん
と
か
一
点
取
り
返
し
し
た
も
の
の
、
そ
の
裏
、
ま
た
ま

た
相
手
チ
ー
ム
名
の
ご
と
く
は
て
し
ら
ず
攻
撃
は
続
き
、
と
う

と
う
不
名
誉
に
も
情
け
な
く
も
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の
宣
告
。
ラ
ジ

オ
で
喋
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
は
る
ば
る
姫
路
か
ら
女
の
子
が
応
援

に
来
て
く
れ
た
の
に
、
ノ
コ
の
見
せ
場
は
与
え
ら
れ
ず
、
十
八
対

一
で
我
ゼ
ロ
は
負
け
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

な
ん
で
え
、
な
ん
で
え
、
仕
事
で
だ
っ
た
ら
絶
対
起
き
な
い
、

六
時
に
起
き
て
、
バ
ッ
チ
リ
ュ
ニ
フ
オ
ー
ム
、
背
番
号
は
カ
ネ
ャ

ン
と
同
じ
鍵
、
着
こ
ん
で
来
た
の
に
、
出
た
の
は
入
場
式
と
表
彰

式
だ
け
。
み
ん
な
む
っ
つ
り
弁
当
を
食
べ
、
三
々
五
々
草
む
ら
に

ひ
つ
く
り
返
っ
て
寝
て
し
ま
っ
た
。

今
日
な
ん
か
、
外
野
フ
ラ
イ
だ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
取
れ
た
の
に
な

ぁ
。
ま
あ
、
一
歩
ず
つ
や
っ
て
か
な
く
ち
や
あ
。
し
か
し
、
こ
う

な
り
や
王
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
ピ
ッ
チ
ャ
ー

し
か
な
い
な
ぁ
。
い
つ
ち
よ
、
水
原
勇
気
み
た
い
に
が
ん
ぱ
つ
く

え
か
。
赤
毛
の
サ
ウ
ス
ポ
ー
っ
て
本
も
面
白
か
っ
た
も
ん
な
あ
。

な
お
、
こ
れ
は
当
方
に
ま
っ
た
く
関
係
な
く
、
当
日
は
神
戸
一
一

紀
が
優
勝
し
た
と
い
う
こ
と
を
つ
い
で
な
が
ら
し
る
す
。

＝②鑓

撮
影
／
橋
本
英
男
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モ
ン
チ
ッ
チ
と
名
づ
け
ら
れ
た
、
ま
さ
に
お
も
ち
ゃ
的
人
形
の

猿
な
ん
か
恐
い
こ
と
あ
れ
へ
ん
。
ギ
ュ
ッ
と
わ
し
握
み
、
エ
イ
ッ

と
投
げ
す
て
、
あ
と
は
布
切
れ
扱
い
だ
。

そ
の
神
ち
ゃ
ん
、
縮
尺
何
分
の
一
と
い
う
見
事
な
出
来
ば
え
、

剥
製
の
よ
う
な
ゴ
リ
ラ
の
人
形
に
は
、
毛
を
逆
立
て
、
顔
は
青
ざ

め
、
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

頑
具
に
持
た
せ
て
い
た
ポ
ー
ル
を
投
げ
つ
け
、
親
の
層
代
り
か

た
と
き
も
離
さ
ず
し
が
み
つ
く
毛
布
を
、
エ
イ
ッ
と
広
げ
る
よ
う

に
や
は
り
投
げ
つ
け
、
そ
の
ゴ
リ
ラ
の
人
形
に
か
ぶ
せ
る
。
と
に

か
く
直
接
手
で
触
れ
る
こ
と
を
極
度
に
恐
が
る
。
だ
か
ら
と
い
つ

銀
太
と
同
居
生
活
を
は
じ
め
た
神
ち
ゃ
ん
と
筆
者

瀞
驚
鱒
睡
繍
瀧
鱗
確
躍
騨
鍛
鑑
識
鑑
識
麹
螺
癖
蕊
鰯

て
相
手
が
〃
何
者
〃
で
あ
る
か
と
い
う
確
認
行
動
は
や
め
な
い
。

人
間
な
ら
、
知
能
の
発
達
と
と
も
に
親
と
他
人
の
違
い
、
さ
ら

に
は
動
物
と
人
間
と
の
区
別
も
で
き
る
が
、
そ
の
発
達
段
階
に
お

い
て
、
自
分
自
身
の
姿
を
自
覚
す
る
手
が
か
り
に
〃
鏡
″
と
い
う

文
明
の
器
具
を
使
う
。
だ
が
、
そ
う
し
た
器
具
を
持
た
な
い
動
物

が
ど
の
よ
う
な
手
順
で
自
分
を
判
別
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え

ば
原
産
地
の
違
う
幾
種
類
も
の
子
ザ
ル
を
同
居
さ
せ
る
と
、
明
ら

か
に
同
じ
種
類
の
も
の
同
士
が
集
ま
る
。
ペ
ン
ギ
ン
も
カ
モ
も
そ

う
で
あ
る
。
鏡
を
持
た
な
い
彼
等
は
い
っ
た
い
〃
本
能
″
だ
け
が

手
が
か
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
仲
間
の
確
認
に
つ
い
て
の
行

動
に
は
ナ
ゾ
が
多
い
。

神
ち
ゃ
ん
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
モ
ン
チ
ッ
チ
と
剥
製
的
な

ゴ
リ
ラ
の
人
形
へ
の
反
応
が
明
ら
か
に
違
っ
た
。

い
や
、
そ
う
し
た
、
相
手
の
判
別
を
す
る
神
ち
ゃ
ん
に
「
エ
ー

ゾ
神
、
お
前
に
は
ち
ゃ
ん
と
物
を
見
分
け
る
知
能
が
あ
る
ん
や
／
、
」

と
過
保
護
パ
パ
と
い
わ
れ
よ
う
が
い
っ
こ
う
に
か
ま
へ
ん
。
私
は

大
い
に
声
援
を
送
っ
て
や
っ
た
。

さ
て
、
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
進
み
、
人
形
か
ら
、
ほ
ん
ま
も

ん
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
〃
銀
太
２
才
″
を
神
ち
ゃ
ん
と
同
居
さ
せ
、

人
間
以
外
の
動
物
、
い
や
同
じ
仲
間
と
の
生
活
体
験
を
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
の
銀
太
に
つ
い
て
は
幾
度
か
記
し
た
が
、
こ
こ
で
も
ご
く
簡

単
に
知
っ
て
頂
こ
う
。

幾
ら
よ
く
似
た
人
形
と
は
い
え
、
神
ち
ゃ
ん
の
確
認
行
動
に
対

し
て
何
の
反
応
も
示
さ
な
い
。
結
果
的
に
は
布
切
れ
扱
い
と
な
っ

た
。
そ
う
し
た
折
り
、
神
ち
ゃ
ん
の
兄
、
銀
ち
ゃ
ん
の
長
男
、
銀

太
が
母
ユ
キ
の
母
乳
で
育
ち
、
も
う
独
り
だ
ち
を
迎
え
よ
う
と
す

る
時
期
だ
っ
た
。

そ
こ
で
時
折
り
母
親
か
ら
借
り
う
け
、
そ
の
銀
太
と
の
同
居
に

よ
っ
て
、
神
ち
ゃ
ん
に
ほ
ん
ま
も
ん
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
の
生
活
体

験
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
試
み
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

【
す
が
る
銀
太
に
逃
げ
る
神
ち
ゃ
ん
】

た
っ
た
今
ま
で
母
親
に
抱
か
れ
て
い
た
銀
太
は
幾
ら
や
さ
し
く

し
て
や
ろ
う
が
、
ほ
ん
ま
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
神
ち
ゃ
ん
を
見
た
と

９
１
１
１
１
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灘識
蟻 燕麗

指
を
触
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
形
勢
が
逆
点
し
た
。
「
神
ち
ゃ

ん
仲
良
く
し
て
よ
ノ
・
」
と
差
し
出
す
銀
の
手
を
ひ
っ
ぱ
た
く
。
さ

ら
に
は
頑
具
を
投
げ
つ
け
る
と
い
う
、
相
手
が
弱
い
と
知
っ
た

ら
、
幾
ら
で
も
大
担
な
態
度
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
神
ち
ゃ

ん
。
「
コ
ラ
ノ
・
神
ち
ゃ
ん
、
悪
い
ぞ
／
、
」
と
い
う
、
凄
い
人
だ
か
り

の
視
線
は
、
ち
っ
ち
ゃ
な
銀
太
へ
の
声
援
に
か
わ
っ
て
い
っ
た
。

【
え
っ
ノ
．
神
ち
ゃ
ん
に
お
嫁
さ
ん
が
／
】

さ
て
、
こ
う
し
た
神
ち
ゃ
ん
の
特
訓
は
、
何
も
か
も
私
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
通
り
、
仮
り
に
銀
太
と
折
合
が
良
く
な
り
、
抱
き
あ
う
神

と
銀
太
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
実
の
所
、
ど
ち
ら
も
〃
男
の
子
″

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
神
ち
ゃ
ん
に
、
い
い
嫁
は
い
な
い
も
の
か
」

と
縁
談
を
も
ち
か
け
て
い
た
ん
で
す
よ
ノ
．

た
ん
、
私
を
ふ
り
切
っ
て
神
ち
ゃ
ん
の
オ
リ
の
中
へ
駈
け
こ
ん

だ
。
銀
太
は
ま
さ
し
く
救
い
を
求
め
て
す
が
り
つ
こ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

だ
が
、
駆
け
寄
ら
れ
た
神
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
動
か
な
い
人
形

し
か
体
験
が
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
必
死
の
悲
鳴
を
あ
げ

逃
げ
回
っ
た
。
右
に
左
に
、
上
に
下
に
と
神
と
銀
太
は
互
い
に
疲

れ
果
て
て
も
、
だ
め
だ
っ
た
。
「
銀
太
、
か
ん
に
ん
し
て
よ
、
何

も
か
も
が
神
ち
ゃ
ん
の
た
め
や
、
で
も
、
母
さ
ん
の
元
へ
は
必
ず

返
し
て
や
る
か
ら
…
…
」

最
初
は
短
時
間
の
同
居
か
ら
、
宿
泊
ま
で
さ
せ
、
母
親
か
ら
銀

太
を
借
り
る
こ
と
五
度
。
も
う
ず
い
分
と
ど
ち
ら
も
が
落
着
き
、

銀
太
の
動
き
に
逃
げ
て
い
た
神
が
、
次
第
に
近
寄
り
は
じ
め
、
手

凶

鳶

鱗

＃

伊
軸
韓
埋
理

騨零
すがる銀太に逃げる神ちゃん. ノ

祷
嬢
》
‐

０
１
２
１
１

そ
の
日
、
去
る
十
月
九
日
銀
太
を
連
れ
出
し
は
じ
め
て
、
僅
か

二
カ
月
余
り
、
銀
太
と
の
同
居
六
度
目
、
今
度
は
昼
夜
の
同
居
を

少
々
争
っ
て
も
数
日
は
続
け
て
み
よ
う
。
つ
ま
り
、
本
格
的
に
同

居
さ
せ
る
手
順
だ
っ
た
。

「
少
々
咳
み
ま
す
が
、
一
度
見
ま
せ
ん
か
／
も
う
今
回
で
当
分
は

輸
出
許
可
が
出
な
い
と
原
地
業
者
が
い
っ
て
い
る
の
で
．
：
…
」

と
運
ば
れ
て
き
た
の
は
午
後
三
時
前
、
オ
リ
の
中
で
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
、
何
だ
か
哀
れ
な
姿
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
呼
び
か
け
れ

ば
、
そ
ろ
り
と
僕
の
顔
を
見
あ
げ
て
き
た
。

「
う
ん
、
い
い
顔
し
て
る
」
そ
れ
に
気
に
入
っ
た
の
は
、
ち
っ
ち

ゃ
な
お
尻
を
僕
に
向
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
ろ
り
、
指
先
で
触
れ
て
僕
か
ら
も
あ
い
さ
つ
し
て
や
っ
た

ら
、
背
も
頭
も
金
網
越
し
に
寄
せ
て
き
た
。

「
こ
の
子
裁
き
ま
し
ょ
う
」

う
れ
し
か
っ
た
で
す
…
：
。
。

運
ば
れ
て
き
た
オ
リ
か
ら
出
し
て
や
る
に
も
咳
み
つ
ぐ
の
で
業

者
の
方
々
も
一
度
も
触
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

生
後
三
才
半
、
す
で
に
永
久
歯
に
換
わ
り
は
じ
め
、
も
う
独
り

立
ち
、
親
の
胸
に
す
が
り
つ
く
こ
と
を
し
な
い
。
オ
リ
か
ら
連
れ

出
そ
う
と
し
た
私
の
手
に
も
咳
み
つ
い
て
き
た
。

だ
が
、
そ
の
直
後
尻
を
む
け
て
く
る
。
つ
ま
り
、
お
尻
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
イ
ン
グ
だ
。

「
よ
し
よ
し
、
か
ま
へ
ん
、
恐
い
こ
と
ば
っ
か
り
の
連
続
だ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
ん
や
／
・
」

「
は
よ
、
神
ち
ゃ
ん
と
仲
よ
う
な
っ
て
お
く
れ
や
／
、
」
と
思
わ
ず

い
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
何
度
も
、
メ
ス
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
よ

う
と
し
た
、
私
に
突
然
、
キ
ャ
ッ
ノ
．
受
け
と
め
た
右
手
に
力
ま
か

せ
咳
み
つ
い
て
き
た
。
痛
さ
と
し
た
た
り
落
ち
る
血
に
、

「
よ
し
、
こ
の
子
は
ほ
ん
ま
の
嫁
さ
ん
や
ノ
．
」

そ
の
お
越
し
入
り
を
じ
－
と
見
入
っ
て
い
た
当
の
神
ち
ゃ
ん
、

毛
を
逆
立
て
相
変
ら
ず
銀
の
時
同
様
逃
げ
腰
だ
っ
た
．
…
：
。

そ
の
嫁
は
〃
ア
キ
ち
ゃ
ん
″
と
名
づ
け
て
や
っ
た
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
は
宮
前
康
夫
Ｖ
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豊幽鑑識 - ㎡蕊謹選狸

1２
１

二のﾏ ｰ ｸ のお店てお両い求め下さい

本店神戸市生田区下山手通２－３１ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - - 1 6 9 4
三宮店神戸市生田区三宮町３－１５ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 1 Ｏ１
さんちか店神戸市生田区三宮町１－１ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 9 1 - 3 5 3 9
西ドイツ本店フランクフルト・アム・マイン・アム・ザルツハウス１

ケーテハウス内ＴＥＬ（0 6 1 1 ) 2 ８０２６２－３

且．

神
戸
市
東
灘
区
青
木
五
丁
目
一
五
’
一
九

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
二
丁
目
一
－
五

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
八
’
二
○

（
四
階
き
も
の
コ
ア
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
七
－
一
二

（
六
階
和
装
街
）

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
一
丁
目
二
四
’
一

（
五
階
呉
服
売
場
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
通
一
丁
目
九
’
二

（
四
階
呉
服
売
場
）

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
一
丁
目
二
八
’
二

（
四
階
き
も
の
小
路
）

雲
：
婁
尖
ん
ザ
ら
ゐ

本
部
・
仕
入
部

神
一
戸
本
店

さ
ん
ち
か
店

銀
座
コ
ア
店

銀
座
メ
ル
サ
店

東
京

渋
谷
東
急
店

日
本
橋
東
急
店

池
袋
パ
ル
コ
店

電
話
○
七
八
’
四
五
二
－
五
二
九
○
（
代
）

電
話
○
七
八
’
三
三
二
－
五
二
九
八
（
代
）

電
話
○
七
八
’
三
三
二
－
一
七
○
○

電
話
○
三
ｉ
五
七
三
’
五
二
九
八
（
代
）

電
話
○
三
’
五
七
四
－
八
○
六
五
（
直
）

電
話
○
三
’
四
七
七
－
三
四
○
九
（
直
）

電
話
○
三
’
一
一
一
一
’
○
五
一
一
（
代
）

（
内
線
二
九
四
）

電
話
○
三
’
九
八
七
’
○
五
六
一
（
直
）

| 戸Ｔコア匡守ヨざ

読心C域gjJ雄；

蔵i壷扇ｉ垂'三二二塗一
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こんにちは赤ちゃん

八尾美也子ちゃん／芦屋市打出小槌町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

瞳 柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

幼児歯科
小児歯科

幼児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRYSAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分

（木曜日は休診）

そごう前センター街東角・さんちか入□
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３９
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総発売元・技術指導

☆1 1 月のファミリーは

村･ 上潮雲さん
く醤家＞

百合子さん
エリさん
く高校生＞

・唖子さん
く中学生＞

真己さん
く小学生＞

ナチュラルミネラルアサヒ

〒6 5 1 葺合区礁掴涌１丁目１ノ2 0
078(251)3531(代)．
健康機器販売部２５１－３５９３．４

蕊

産Ｉ農'f－７k画蕊ｆノージ､ く

流れの
ままに……

1２３

一
睡
の
後
の
水
は
う
ま
い
。

う
ま
い
水
と
い
え
ば
…
・
・
・
子
供

の
こ
ろ
飲
ん
だ
赤
土
山
の
岩
か

げ
に
湧
く
清
水
の
味
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
そ
の
頃
の
子
供
た
ち

は
、
そ
ん
な
秘
密
の
場
所
を
幾

つ
も
知
っ
て
い
た
も
の
だ
。

少
年
の
こ
ろ
存
分
に
遊
び
呆

け
た
僕
は
、
親
と
な
っ
た
今
も

子
供
た
ち
に
は
何
で
も
好
き
に

さ
せ
て
い
る
。
何
や
ら
雑
文
ら

し
き
も
の
を
夜
中
ま
で
書
い
て

い
る
子
も
あ
れ
ば
、
バ
レ
エ
に

夢
中
の
子
も
い
る
。
犬
も
ド
ジ

ョ
ウ
も
フ
ナ
も
イ
ン
コ
も
青
む

し
も
わ
が
家
で
は
す
こ
ぶ
る
元

気
で
、
こ
わ
い
ほ
ど
た
く
ま
し

い
。幸

い
な
こ
と
に
、
今
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
は
、
近
く
に
農
家

が
あ
り
、
季
節
の
野
菜
な
ど
を

折
々
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
そ

の
老
爺
と
懐
か
し
い
ヒ
ロ
シ
マ

の
方
言
で
語
り
合
え
る
の
も
楽

し
い
昨
今
で
あ
る
。
八
潮
雲
Ｖ

＊
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
で
団
ら
ん
の

ひ
と
と
き

旭硝子株式会社
⑥活性カルシウムイオン水

活
性
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
生
成
器

は
水
道
水
を
急
速
に
電
解
処
理
し
て
活

性
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
（
ア
ル
カ
リ

水
）
と
、
ア
ス
ト
リ
ン
ゼ
ン
液
（
酸
性

水
）
を
同
時
に
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
イ
オ
ン
水
は
、
消
化
不
良
、
慢

性
下
痢
、
胃
腸
内
異
状
発
酵
、
制
酸
作

用
に
も
有
効
で
、
酸
性
に
傾
き
が
ち
な

体
液
を
理
想
的
な
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
保

つ
働
き
を
し
ま
す
。
こ
の
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ミ
ネ
ラ
ル
ァ
サ
ヒ
」
の
特
色
は
、
①

旭
硝
子
が
開
発
し
た
特
殊
電
極
②
素
焼

は
最
高
級
③
便
利
な
連
続
取
水
機
構
④

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
⑤
生
成
時
間
は

わ
ず
か
５
分
⑥
徹
底
し
た
安
全
設
計
⑦

付
属
品
も
万
全
で
す
。

八
標
準
価
格
５
９
，
５
０
０
円

割
賦
販
売
茄
力
月
も
あ
り
ま
す
Ｖ

ｑ参
本社〒1 0 0 東京都千代田区丸の内2 ノ1 ノ２
( 千代田ピル) 特品営業部合( 2 1 8 ) 5 5 7 4

代 理店
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旗
振
山
は
下
か
ら
見
て
も
み
え
な
い
山
で
あ
る
。
山
頂
は
淡
路

も
播
磨
も
摂
津
も
よ
く
見
え
る
。
旗
信
号
が
、
東
は
大
阪
の
堂
島

の
米
相
場
を
知
ら
す
た
め
の
旗
振
り
で
、
西
は
岡
山
ま
で
知
ら
す

中
継
所
の
一
つ
だ
っ
た
。
落
合
重
信
箸
の
歴
史
書
に
書
い
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
網
敷
天
神
か
ら
須
磨
寺
へ
向
っ
た
。
山
電
駅
前
に

は
平
経
衝
捕
わ
れ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。

須
磨
は
い
た
る
所
に
史
跡
や
句
碑
が
立
て
あ
る
。
そ
れ
を
読
み

な
が
ら
歩
く
の
も
楽
し
い
。
そ
ん
な
碑
を
読
み
な
が
ら
寺
の
境
内

を
通
っ
て
い
る
と
、
萩
の
咲
く
寺
務
所
の
窓
か
ら
一
絃
琴
の
音
が

き
こ
え
て
き
た
。

墓
地
を
す
ぎ
て
、
高
倉
町
の
住
宅
街
を
通
り
、
第
一
神
明
道
路

の
陸
橋
を
渡
っ
て
、
谷
あ
い
の
舗
装
道
を
出
る
と
、
高
倉
中
学
の

運
動
会
の
予
行
演
習
を
見
下
す
道
を
進
ん
で
住
宅
街
へ
入
っ
た
。

住
宅
は
ど
こ
も
同
じ
の
プ
レ
ハ
ブ
の
サ
ッ
シ
ュ
に
扉
。
形
は
そ
れ

ぞ
れ
異
っ
て
い
て
も
建
材
は
み
な
出
来
合
品
が
使
わ
れ
て
い
る
の

1鱗#鱗：
蕊識騨樺譲軸Ｉ

Ａ
そ
の
１
Ｖ
家
族
向
き
五
キ
ロ
コ
ー
ス

124

網
敷
天
満
宮
ｌ
須
磨
寺
ｌ
高
倉
台
１
旗
振
山
Ｉ
須
磨
浦
公
園

旗
振
山

武
田
芳
一

八
作
家
Ｖ

旗振り茶屋にて主人（右）より話を聞く筆者
黙謙譲iil

で
、
み
な
同
じ
感
じ
で
あ
る
。
高
倉
台
は
高
倉
山
を
切
り
取
っ
て

出
来
た
街
で
あ
る
。

こ
の
山
の
土
は
港
の
埋
立
て
に
使
う
の
で
、
浜
ま
で
は
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
は
船
に
積
み
、
船
は
タ
グ
ボ
ー

ト
が
曳
い
て
埋
立
場
へ
行
く
。
そ
し
て
ト
ラ
ッ
ク
何
百
台
分
の
土

は
一
挙
に
海
中
へ
落
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
着
想
は
前
市
長
の
ア
イ

デ
ア
で
あ
る
。

計
画
で
は
高
倉
山
か
ら
八
千
菌
立
方
米
の
土
を
取
る
予
定
だ
っ

た
が
半
分
の
四
千
蔦
立
方
米
取
る
と
、
須
磨
の
住
民
か
ら
反
対
が

あ
ら
わ
れ
た
。
八
千
菌
立
方
米
取
る
と
、
高
倉
山
は
殆
ど
な
く
な

る
予
定
で
、
そ
れ
を
宅
地
に
売
出
し
て
埋
立
資
金
に
回
す
予
定
が
、

半
分
し
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
土
は
入
用
だ
か
ら
奥
地
の
苦
情
な

い
山
へ
延
長
し
て
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
費
用
は
高
く

な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
で
も
足
り
な
い
の
で
淡
路
の
山
か
ら
も
運
ん

で
い
る
。
船
か
ら
見
る
と
そ
の
生
点
し
い
削
り
跡
が
よ
く
見
え
る

の
を
私
は
遠
望
し
た
こ
と
が
あ
る
。

台
地
の
西
側
は
急
斜
面
で
削
り
あ
善
は
エ
ニ
シ
ダ
に
お
お
わ
れ

あ
ず
法
や

緑
化
は
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
尾
根
に
は
東
屋
が
建
っ
て
い
た
。
こ

の
山
の
元
の
標
高
は
二
八
○
米
だ
っ
た
が
、
今
は
八
十
米
削
ら
れ

て
二
百
米
に
な
っ
て
い
る
が
台
の
中
央
あ
た
り
は
底
ま
で
取
っ
て

あ
る
よ
う
に
大
ぶ
低
地
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
山
を
初
の
計
画
通

り
取
ら
れ
る
と
、
須
磨
の
住
民
は
、
西
北
の
風
を
、
漏
斗
に
な
っ

て
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
反
対
も
当
然
だ
が
。
こ
の
頃
は

何
か
が
始
る
と
す
ぐ
反
対
運
動
が
お
き
る
。
中
に
は
住
民
エ
ゴ
の

反
対
も
あ
る
が
、
行
政
当
局
も
や
り
に
く
い
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
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の
谷
へ
は
来
て
い
な
い
と
思
う
。
鴨
越
え
の
逆
落
し
は
こ
こ
で
な

く
、
も
っ
と
東
の
丸
山
の
奥
の
鴨
越
か
ら
苅
藻
川
ぞ
い
に
下
っ
て
、

一
シ
気
に
和
田
の
泊
り
の
御
座
船
を
襲
っ
た
と
み
る
べ
き
で
、
義

経
の
目
的
は
三
種
神
器
を
奪
い
返
す
の
が
目
的
だ
っ
た
と
考
え
る

地
形
か
ら
み
て
も
敵
の
根
拠
地
深
く
潜
入
で
き
る
地
形
で
あ
る
。

こ
の
川
の
所
々
に
は
平
家
の
公
達
戦
死
の
史
跡
も
あ
ゑ

も
一
つ
古
文
書
で
は
「
大
鳥
と
べ
ず
鴨
の
み
と
ぶ
険
し
い
所
」

と
あ
る
・
鳥
は
地
形
の
険
、
不
険
に
は
関
係
は
な
い
生
物
で
あ
る
。

「
険
し
い
」
の
形
容
詞
を
、
地
形
の
も
の
と
誤
読
し
た
の
で
、
こ

ん
な
伝
説
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
…
…
。

帰
途
は
一
の
谷
の
コ
ー
ス
を
と
っ
た
。
私
は
十
代
に
こ
の
坂
を

下
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
の
時
初
め
て
史
談
会
の
例
会
に

参
加
し
た
時
で
あ
る
。

講
師
は
福
原
会
下
山
人
で
な
か
っ
た
か
。
羽
織
に
袴
、
黒
足
袋

に
利
休
下
駄
で
、
資
料
の
包
を
さ
げ
て
、
杖
も
つ
か
ず
、
ひ
よ
い

ひ
ょ
い
と
天
狗
の
よ
う
に
下
り
て
行
っ
た
姿
を
、
い
ま
で
も
あ
り

あ
り
と
思
い
出
す
。
そ
れ
か
ら
五
十
年
以
上
に
も
な
る
の
に
。

須
磨
寺
や
一
絃
琴
に
萩
こ
ぼ
れ
。

し
、
当
局
も
発
展
の
大
義
名
分
で
、
金
儲
け
や
利
益
に
つ
な
が
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

東
屋
か
ら
尾
根
道
の
階
段
を
少
し
上
る
と
、
地
道
の
尾
根
道
に

な
っ
た
。
舗
装
道
よ
り
地
道
を
歩
く
方
が
山
道
の
感
じ
を
よ
り
味

う
。
こ
の
尾
根
を
二
十
分
ほ
ど
登
る
と
、
目
指
す
旗
振
の
頂
上
だ

っ
た
。旗

振
茶
屋
は
ト
タ
ン
張
り
の
粗
末
な
山
茶
屋
だ
が
昔
の
ム
ー
ド

が
あ
っ
た
。
老
主
人
の
話
は
、
こ
の
辺
は
源
平
の
古
戦
場
だ
か
ら

沢
山
の
将
兵
が
戦
死
し
た
か
、
夜
に
な
る
と
馬
の
噺
き
や
、
鎧
の

摺
れ
合
う
音
や
、
人
の
昨
き
声
が
き
こ
え
る
時
が
あ
る
と
い
う
。

講
談
師
み
て
来
た
よ
う
な
嘘
を
い
い
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
山
で

そ
ん
な
大
合
戦
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
一
の
谷
の
隣
の
谷
も

赤
旗
谷
と
い
い
、
平
家
の
赤
旗
が
立
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

義
経
が
ひ
き
い
た
奇
襲
部
隊
は
た
だ
の
七
十
崎
だ
が
、
残
り
の

兵
隊
は
塩
屋
、
下
畑
か
ら
攻
め
上
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
時
間

的
に
は
義
経
よ
り
遅
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
私
は
義
経
は
一急斜面に削り取られた台地をあとに旗振り茶屋へ向う
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神
鉄
大
池
駅
ｌ
石
楠
花
谷
ｌ
ダ
イ
ャ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
ー
摩
耶
山

Ａ
そ
の
２
Ｖ
一
般
向
き
八
・
三
キ
ロ
コ
ー
ス神

港
高
校
の
看
板
の
と
こ
ろ
で
左
へ
直
進
す
る
と
地
獄
谷
コ
ー

ス
。
こ
こ
を
右
折
し
て
下
り
、
石
楠
花
谷
か
ら
の
流
れ
を
横
切
っ

て
、
い
よ
い
よ
登
り
に
か
か
る
。

見
知
ら
な
い
他
人
と
口
を
か
わ
し
、
互
い
に
か
ば
い
あ
っ
た

り
、
は
げ
ま
し
あ
っ
た
り
、
汗
も
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
心
の

寛
容
と
連
帯
感
、
そ
し
て
頂
上
に
着
い
た
と
き
の
共
感
。
大
都
市

の
な
か
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
感
激
に
ひ
た
る

こ
と
が
で
き
る
六
甲
山
は
、
神
戸
の
市
民
の
誇
り
と
思
う
。

さ
き
の
分
岐
点
か
ら
約
十
分
許
り
で
、
ダ
ム
を
二
つ
高
巻
き
す

る
。
こ
こ
か
ら
道
は
細
く
な
っ
て
、
一
列
で
し
か
歩
け
な
い
。
渓

流
を
渡
っ
た
り
、
樹
間
を
歩
い
た
り
し
な
が
ら
、
ダ
ム
か
ら
三
十

分
許
り
登
る
と
小
さ
な
滝
に
出
合
う
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
な
い
か
と

ウ
ロ
ゥ
ロ
す
る
。
シ
バ
ハ
リ
が
目
に
つ
く
。
香
り
松
茸
、
味
シ
バ

ハ
リ
茸
と
い
わ
れ
る
も
の
。
で
も
ま
が
い
も
の
の
茸
が
多
い
の
で

用
心
の
こ
と
。
シ
バ
ハ
リ
は
傘
の
裏
側
が
網
状
に
な
っ
て
い
て
、

シ
バ
ハ
リ
に
よ
く
似
た
茸
は
放
射
線
状
に
な
っ
て
い
る
。

二
俣
の
谷
筋
を
左
へ
左
へ
と
と
っ
て
い
く
と
、
滝
が
一
一
、
三
あ

ら
わ
れ
る
。
左
へ
右
へ
と
高
巻
き
す
る
。
水
流
の
多
い
と
き
は
沢

歩
き
で
滑
り
易
い
か
ら
、
足
元
要
注
意
で
あ
る
。
樹
間
か
ら
涼
し

い
風
が
吹
き
最
後
の
水
無
谷
を
急
登
す
る
と
、
地
獄
谷
西
尾
根
ル

ー
ト
に
突
然
飛
び
出
す
。
急
に
ま
わ
り
が
明
る
く
な
っ
て
、
い
ま

ま
で
の
ウ
ッ
ソ
ゥ
と
し
た
感
じ
か
ら
陽
の
照
る
山
道
の
向
う
側
に

地
獄
谷
が
見
え
出
し
、
大
き
な
岩
塊
に
道
が
塞
が
れ
る
。
一
一
俣
の

と
こ
ろ
に
道
標
が
あ
る
の
で
、
迷
わ
ず
こ
こ
ま
で
約
三
十
分
で
登

れ
る
。
あ
と
十
分
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
だ
か
ら
こ
の
岩
で

諸
岡
博
熊

八
神
一
戸
市
企
画
局
参
事
Ｖ

六
甲
・
ま
や
カ
ー
ニ
バ
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
と
の
誘
い
に
の

っ
て
、
神
鉄
大
池
駅
を
午
前
十
時
に
出
発
す
る
・
山
頂
め
ざ
し
て
、

灘
区
の
誰
国
神
社
か
ら
柚
谷
コ
ー
ス
、
そ
し
て
新
幹
線
新
神
戸
駅

か
ら
天
狗
道
コ
ー
ス
と
三
カ
所
を
同
時
ス
タ
ー
ト
。
摩
耶
山
上
遊

園
地
に
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
ー
ル
イ
ン
を
め
ざ
し
て
秋
晴
れ
の
も
と
三
千

人
が
集
ま
っ
た
。

石
楠
花
谷
コ
ー
ス
に
は
約
五
○
○
人
の
家
族
、
グ
ル
ー
プ
連
が

参
加
。石

楠
花
谷
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
の
は
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
の
木
が
な

い
か
な
あ
と
思
っ
た
か
ら
だ
け
。
ち
な
み
に
、
こ
の
木
の
花
は
春

に
開
花
、
ツ
ッ
ジ
の
頃
や
や
赤
い
花
を
咲
か
せ
る
。

大
池
駅
か
ら
南
へ
直
進
し
て
Ｔ
字
路
に
つ
き
当
り
、
そ
こ
を
右

折
す
る
。
さ
ら
に
Ｔ
字
路
を
左
折
。
神
港
高
校
グ
ラ
ン
ド
の
看
板

を
目
印
に
進
む
。
こ
の
あ
た
り
ま
で
、
大
池
団
地
内
を
通
行
す
る

自
動
車
に
注
意
が
必
要
。
約
三
十
分
。
一
・
八
キ
ロ
。

ダイヤモンドポイントから北を望む

渓
流
と
樹
間
の
楽
し
み 126
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さな；竜を巻 て歩く石楠花谷．

休
ま
な
い
こ
と
。
こ
の
岩
は
、
か
っ
て
、
外
人
の
六
甲
登
山
雑
誌

員
冒
津
厨
篭
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
。

大
池
駅
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
、
渓
流
と
樹
間
の
冷
気
を
楽
し

み
な
が
ら
、
約
二
時
間
弱
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
に
着
く
。

分
岐
点
か
ら
約
二
・
二
キ
ロ
。
こ
こ
か
ら
は
、
裏
六
甲
の
感
じ
と

変
わ
っ
た
明
る
い
表
六
甲
側
の
ハ
イ
ク
コ
ー
ス
と
な
る
。

秋
の
落
日
を
眺
め
る
最
高
の
地
点
と
し
て
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ

た
の
だ
が
、
あ
い
に
く
、
こ
こ
で
は
休
憩
・
昼
食
。
谷
合
い
か
ら

遠
く
淡
路
島
、
瀬
戸
内
が
見
え
る
。
残
念
な
が
ら
夕
日
ま
で
に
は

時
間
が
あ
り
過
ぎ
る
。
ま
た
の
日
の
楽
し
み
に
と
っ
て
置
く
こ
と

と
す
る
。

こ
の
場
所
に
は
日
陰
が
な
い
が
、
遠
く
瀬
戸
内
が
見
え
、
ま
た

大
池
団
地
が
足
元
に
み
え
、
な
ん
だ
か
腰
を
下
ろ
し
た
く
な
る
と

識

渓流や

雪

’
127

ス

こ
ろ
だ
。
各
自
は
思
い
思
い
に
ピ
ニ
ー
ル
マ
ッ
ト
を
布
い
て
、
楽

し
い
話
を
し
な
が
ら
に
ぎ
や
か
な
食
事
タ
イ
ム
。
ぐ
る
り
を
み
わ

た
す
と
、
お
に
ぎ
り
あ
り
、
ラ
ー
メ
ン
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
あ
り
、

飯
盆
炊
飯
あ
り
、
ま
さ
に
食
の
一
大
文
化
戦
争
。

同
行
者
の
言
に
よ
る
と
、
六
甲
に
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
生
育
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
「
い
や
あ
る
と
こ
ろ
は
知
っ
て
い
る
が
。
教

え
る
と
抜
か
れ
る
の
で
す
。
」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
か
ら
三
国
池
に
向
っ
て
、
山
荘
の
問

を
歩
く
。
道
標
に
注
意
し
な
い
と
大
ま
わ
り
に
な
る
の
で
「
六
甲

全
山
縦
走
」
の
道
標
を
た
ど
る
と
よ
い
。
山
荘
の
デ
ザ
イ
ン
や
持

ち
主
の
名
前
な
ど
新
発
見
が
あ
っ
て
結
構
楽
し
い
時
間
が
経
つ
。

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
横
断
し
て
サ
ウ
ス
ロ
ー
ド
、
自
然
の
家
と

全
山
縦
走
路
を
逆
走
し
な
が
ら
摩
耶
山
に
向
う
。
途
中
ア
ゴ
ニ
ー

坂
は
敬
遠
し
て
、
約
四
・
三
キ
ロ
バ
ス
道
を
歩
い
て
摩
耶
山
上
遊

園
地
に
着
い
た
。
午
後
二
時
。

こ
こ
か
ら
の
市
街
地
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
い
。
上
高
地
で
有
名

な
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
、
明
治
の
初
め
神
戸
に
や
っ
て
き
て
、
神
戸
を

起
点
に
日
本
ア
ル
プ
ス
の
探
索
を
し
た
が
、
そ
の
紀
行
文
の
中
で

東
洋
一
美
し
い
港
だ
と
神
戸
港
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
山
上

か
ら
は
そ
れ
が
手
に
と
る
よ
う
に
み
え
た
。
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､ 鍵涛選綴

コウベファッションソサエティ

ル
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
デ
ザ
イ
ン
に
、
小
倉
さ
ん
の
性
格
が
一

う
か
が
え
ま
し
た
。

杉
野
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
で
小
倉
さ
ん
を
指
導
さ
れ
た
鈴
一

木
美
知
慧
さ
ん
も
応
援
に
か
け
つ
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
画
翌

の
提
供
で
シ
ョ
ー
の
成
功
を
祝
い
ま
し
た
。

１
１２８
１

★神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞ Ｋ､函.Ｓ、 news3８ 事務局／神戸市生田区束町１１３－１
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

｢ 今年の自信作よ｣ と谷川さん
あとりえ・ふみこにて

客＝画マー■ ｡ ■■ｈ＝＝ ｰ 画一＝‐‐争Ｃ■●凸面凸画字画‐牢■ ｡ ■■●●ー今由＝●与中■‐ ｡ ●÷曲＝Ｃ句Q

Ｋ・ＦｏＳ．’ＮＡＩＪＴＵＭＮ
１
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ン
ス
リ
ー
参
加
の
、
モ
ー
ド
一

恥
群
駐
藩
軒
細
謙
軍
津
割
謝
劃

Ｎ
‐
は
初
め
て
」
と
い
う
小
倉
久
仁
子
さ
ん
で
す
が
、
一

京
都
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
染
め
た
生
地
を
使
っ
た
ロ
ン
ー

瞳鑑識

９
月
幻
日
阪
急
獅
番
街
の
毛
皮
店
ミ
ネ
ッ
ト
の
シ
ョ
ー
の
協
賛

に
、
市
野
木
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
（
麓
３
３
’
１
６
７
３
‐
）
が
。

ミ
ン
ク
や
、
ブ
ル
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
豪
華
な
毛
皮
の
下
の
、
パ
ー

テ
ィ
ド
レ
ス
を
市
野
木
江
充
子
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。
黒
ラ
メ

の
パ
ン
ツ
や
ド
レ
ス
、
紫
の
パ
ン
ツ
、
銀
と
黒
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
な

３
ど
肥
点
。
光
沢
の
あ
る
素
材
を
使
っ
た
シ
ー
ス
ル
ー
で
女
っ
ぽ
い

恥
疏
畷
詳
塞
郡
諦
権
砂
排
報
認
赫
却
毒
礼
華
情
窪
恥
跡
陀
諏
鍛
唖
諭

Ｎ
と
、
毛
皮
と
初
め
て
組
み
合
わ
せ
た
シ
ョ
ー
の
感
想
を
述
べ
て
い

識

両”

ｂ
マ
ン
ス
リ
ー
参
加
の
、
モ
ー
ド
一
一
恥
一
一
２
西
宮
北
口
で
地
道
な

．
７
１
－
４
１
４
６
）
の
シ
ョ
ー
が
９
月
一
一
７
一
一
ｓ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ニ
ッ
ト
の

蕊
恭
一
溌

束
り
ま
し
た
。

球
ス
テ
ー
ジ
は
布
地
の
特
徴
で
軍
刃
馳
ぽ
こ
ド
レ
ス
、
黒
ラ
メ
の
透
け
た
一

一
鱗
灘
蝿
搾
噸
姓
婆
噸
騨
蛸
馳
一
聯
州
撫
捌

ザ
ィ
ン
に
、
小
倉
さ
ん
の
性
格
が
一
一
刑
惟
誇
一
一
っ
ぽ
い
作
品
が
見
ら
れ
ま
し
一

一
一
ン
店
一
一
た
。
ま
た
ア
ン
ゴ
ラ
の
カ
ジ
一

回
症
鋤
垂
侭
ｗ
稚
蝿
雲
桔
岬
綜
器
竺
》
諮
幅
峰
一
志
碓
唾
擢
翻
》
州
躍
粋
》
一

功
を
祝
い
ま
し
た
。

洲
馴
削
鮒
鵬
繊
鯛
恥
洲
洲
湘
鮒
』
：
噸
雫
：
郡
剛
躯
：
一
今
迄
の
谷
川
文
子
調
の
着
や
一

し
毛
皮
店
ミ
ネ
ッ
ト
の
シ
ョ
ー
の
協
賛
一
一
す
い
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
作
品
、
極
細
モ
ヘ
ー

ン
ス
タ
ジ
オ
雷
３
３
１
１
６
７
３
‐
）
が
。
ニ
ア
の
シ
ョ
ー
ル
、
手
袋
な
ど
の
小
物
。
一

一
日
頃
の
谷
川
さ
ん
の
活
動
が
伺
え
る
コ

ー
レ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。

一
当
日
は
ピ
ン
ク
の
シ
ル
ク
を
手
編
み

一
で
編
ん
だ
ロ
ン
グ
・
ド
レ
ス
姿
。
フ
ラ

ー
ン
ス
製
の
糸
と
か
い
う
淡
い
ミ
ッ
ク
ス

一
色
の
凝
っ
た
編
み
目
。
こ
れ
か
ら
も
頑

一
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
ま
し
た
。

誼
こ
の
秋
の
市
野
木
一
一

比
ツ
テ
イ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

評
の
シ
ョ
ー
は
ｎ
月
８
日

叩
鳳
月
堂
地
下
ホ
ー
ル
で

Ｊ乏
す
。
旭
時
１
，
２
時
半

シ
ト
ー
、
６
時
ｌ
の
３
回
。

爵

露蔦報
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